
本紙は、再生紙を使用しております。
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「
ぐ
る
っ
と
く
ん
」を「
平
方
神

社
前
」で
下
車
し
、
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
北
上
す
る
と
橘
た
ち
ば
な

神
社
前
に

出
る
。
左
折
し
て
三
百
メ
ー
ト
ル

も
歩
く
と
、荒
川
の
河
畔
で
あ
る
。

明
治
初
年
の
地
図
を
見
る
と
、
荒

川
は
西
北
方
向
か
ら
平
方
の
町
並

み
に
突
き
当
た
る
よ
う
に
流
れ
、

地
先
で
急
に
湾
曲
し
て
西
南
方
向

に
流
下
し
て
い
る
。
現
在
の
よ
う

に
直
線
で
南
北
方
向
に
流
下
す
る

荒
川
で
は
な
く
、
や
や
Ｓ
字
形
の

流
路
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し
て

西
方
の
湾
曲
部
の
先
端
に
入
間
川

が
流
入
し
て
お
り
、
現
在
の
川
筋

と
は
異
な
っ
た
流
路
で
あ
る（『
迅

速
測
図
』）。

　

荒
川
河
畔
に
出
合
っ
た
地
点
か

ら
右
折
し
て
、
や
や
広
い
道
路
を

北
上
す
る
。
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル

も
歩
く
と
右
手
に
ゴ
ル
フ
場
の
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
さ
ら
に
二

百
メ
ー
ト
ル
も
進
む
と
左
手
に
小

さ
な
橋
が
見
え
る
。
こ
の
橋
は

「
西に
し

野や

橋ば
し

」と
称
さ
れ
、
現
在
河
川

敷
部
分
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
へ
の
専

用
橋
で
あ
る
が
、
こ
の
河
川
敷
部

分
の
小
字
は「
西
野
」で
、
上
尾
市

域
部
分
の
土
地
で
あ
る
。
明
治
初

年
の
資
料
に
よ
る
と
、
平
方
村
西

端
の
町
並
み
の
北
方
に「
箕み
の
わ輪
」と

い
う
小
字
が
あ
り
、
箕
輪
の
西
方

に「
西に
し
や谷
」と
い
う
小
字
が
み
ら
れ

る
。
こ
の
西
谷
が
現
在
の「
西
野
」

に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る（『
武
蔵

国
郡
村
誌
』）。

　

ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

背
面
付
近
か
ら
北
方
向
に
一
条
の

堤
防
が
あ
る
。
平
方
地
区
の
開
析

低
地
の
水み
ず
よ
け
づ
つ
み

除
堤
で
、
西
野
橋
か
ら

北
へ
三
百
メ
ー
ト
ル
も
続
い
て
い

る
。
土
地
の
古
老
た
ち
に
聞
く
と

堤
防
の
名
称
は「
西
野
土
手
」で
、

排
水
口
で
あ
る
樋ひ

管か
ん

も「
西
野
樋

管
」と
呼
ん
で
い
る
。
明
治
初
期

の
資
料
に
よ
る
と
、
平
方
村
の

堤て
い
と
う塘
に
は「
三
入
堤
」「
貝
殻
堤
」の

二
つ
が
あ
る
。
三
入
堤
は
村
の
西

方
に
あ
り
、
長
さ
二
百
五
十
二

間
・
馬ば
ふ
み踏
二
間
・
堤
敷
九
間
、
貝

殻
堤
は
村
の
南
方
に
あ
り
、
長
さ

百
八
間
・
馬
踏
二
間
・
堤
敷
九
間

の
規
模
で
あ
る
。
馬
踏
は
堤
防
の

天
頂
部
分
に
当
た
る
が
、
現
在
の

堤
防
か
ら
見
る
と
大
変
小
規
模
な

も
の
で
あ
る
。
堤
防
の
位
置
・
規

模
か
ら
み
る
と
三
入
堤
が
現
在
の

西
野
堤
と
み
ら
れ
る
が
、
名
称
は

地
元
の
古
老
に
聞
い
て
も
不
明
で

あ
る
。
貝
殻
堤
は
小
字「
南
」か
ら

貝
塚
地
区
に
続
く
現
存
堤
防
で
あ

る（
前
掲
書
）。

　

西
野
橋
付
近
で
堤
防
の
天
頂
に

登
る
こ
と
と
す
る
が
、
こ
の
位
置

か
ら
で
は
古
い
荒
川
の
流
路
な
ど

を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

現
堤
防
の
眼
前
を
流
れ
る
川
は
、

明
治
四
十
三（
一
九
一
〇
）年
の
大

洪
水
後
の
改
修
計
画
に
基
づ
く
も

の
で
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
年

に
続
く
川
筋
で
は
な
い
。
平
方
地

区
の
地
元
に
は
、
か
つ
て
は
入
間

川
が
流
入
し
て
お
り
、「
筏い

か
だ

流
し
」

で
も
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た

が
、
現
在
そ
の
面
影
を
残
す
も
の

は
見
当
た
ら
な
い（『
荒
川
、
人
文

Ⅱ
』）。

（
元
埼
玉
県
立
博
物
館
長
・
黒
須
茂
）
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「荒川改修の跡地を訪ねる」
～平方～

○に入る文字や数字を当ててください｡

【賞品】正解者の中から抽選で5人に、粗品
を差し上げます。
【応募方法】はがきかメールにクイズの答え、
住所、氏名、年齢、電話番号、『広報あげお』
の感想を記入して、9月21日（火）まで（必着）
に上尾市広報課「わくわくクイズ係」へ。

あて先：〒362-8501本町3-1-1
ﾒｰﾙｱドﾚｽ : s55000＠city.ageo.lg.jp
【発表】賞品の発送をもって発表に代えさせ
ていただきます。　※正解は10月号のこの
コーナーで。前号の答えは「500」でした。ご応
募ありがとうございました（応募者37人）。

　国勢調査は、○○法に基づき、日本に住むすべ
ての人・世帯を対象として実施する統計調査です。

 （ヒントは2ページ）

市の人口・世帯
（平成22年8月１日現在）

22万7,011人
男／11万3,559人
女／11万3,452人
　※前月より68人減。

9万1,941世帯

上尾の古い地名を　こう
234
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◆『広報あげお』は、各支所・出張所、ＪＲ上尾駅・北上尾駅のほか市内の各公共施設、金融機関などに置いてあり、自由に持ち帰れます。
◆環境保全のため、市内の公共施設へのお出掛けは市内循環バス“ぐるっとくん”をご利用ください。

荒川に架かる西野橋。奥の高台になってい
るのが西野土手（ゴルフ場から東方を望む）


